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【めざす児童像】 【よしコッピ】 今月のいきいき中島っ子 学びの

○あかるく たくましい子ども （体) 吉子川小学校 十か条（１月）

○やさしく おもいやりのある子ども（徳) のあやめの花に 力を合わせてみんなで前進

○めあてをもって がんばる子ども （知） 住む小鳥の妖精 仲間がいるから頑張れる

◇のびMATHで伸びた！これからもMATHMATH伸びMATH！～上学年算数～◇
ます ます ます ます

２学期末から3学期始めにかけて、４～６学年の算数科において、吉子川小学校版自由進度学習を実
施しました。その目的は、次のとおりです。
○自立した学び手（自分を理解し、自ら学び続ける子）を育成する。
・ 多様な選択肢を提供し、自己決定場面を増やすことで、学びの主体は自分であるという意識
をもたせる。

・ 教師が学習材や学習環境を整えることで、児童が自分のペースで教科内容を学び進めること
ができるようにする。

学習の理解を深めることも、もち
ろん大切にしましたが、それ以上に
「やらされてやる学習」ではなく「自
分から主体的に行う学習」にするた
めの態度を育てることに重点を置き
ました。
右のような学習カードのほか、学

年毎に進度確認表を活用して実施し
ました。6年長谷川菜々さんのよう
に、自分が得意になりたい単元や、
苦手な単元を選んで取り組んだり、
決められた時間内に少しでも多くの
問題を解けるようにしたりと、自分の
目標を明確にもって取り組む姿が多
くみられました。
子どもは「できない」が多いと頑

張れなくなり、「分からない」が多い
と分かる気持ちが削減され、「やって
もらえる」が多いと、「自分はできる
かもしれない」という可能性が見過
ごされてしまいます。このような学習
性無力感から抜け出す鍵となるの
が、「援助要求スキル」です。困った
り分からなかったりしたときに、「手
伝ってほしい」「教えてほしい」「助け
てください」と言えるスキルです。
のびMATHでは、「採点は自己採

点、質問は自分から」を鉄則とし、
「援助要求スキル」の向上を図りま
した。自尊感情の高まりも見られるよ
うになり、精神的にたくましくなりつ
つあるあやめっ子です。


